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アマクサクラゲの半世紀ぶりの和歌山県白浜町への出現

久保田 信キ

Shin Ku"OTA Appearance of Sa11deria川αlaye11sisat Shirahama, 

Wakayama Prefecture, Japan afier half a centu叩 absence

はじめに

アマクサクラゲSa11deriamaicn・e11sis Gocllcはflj日本の

太平洋H：や日本拠側で迎辿するfYIJが多く 耐平な傘の直

径が10cmに述するr>r:!r系の鉢クラゲである。 1~Jj~ ；：;oが

強く。人が刺俗されると市riむのでH立すべきクラケーであ

る。今回。本棋の3個体が＇I'111：紀ぶりに白浜町沿岸へ出

現したので記録する

言E 2王

り それぞれが 13ずつあった（他の少数が欠務）。 4的

所にある多数の指状突起からなる生殖巣はむきだしにな

り 突起数も少なくなっていた。生殖県も口腕と同じ部

紫色であった。外傘全体にいll:状の突起が多数あった

がそのりlの刺Iii!はJ寄れのため消失していた。

2. 2012 ,,, 5 Pl 24日 瀬戸漁港へ出荷した生体

i持表I町をi::iうホンダワラ類に触手や口脱が絡んで全く

身動きがとれなくなった7'！刊の 1Hi科、（I立径 15cmでiii

大記録に成長）が流れtiいた。政IH刊が40本あり，傘

1. 2011年12月31日 瀬戸漁港へ死亡限法制体（毘I1) 縁の縁弁もi司数あるはずだが7縁弁は悩んでおり。 7感

本側体は傘径 95mmで十分に成長している。長く fll! 1~持が欠許していた。各縁弁のくびれた中央央に，触手

びたフリル状の口腕は部紫色で. <1本のl札 2本が欠落 あるいは感1tu~· 11111ずつあり。これらは交互に形成さ

していた。根元にある口は裂けていた。傘縁に砂をかみ， れていた 全てで 13触手を確認したが！その内の7創l

少数の欣射1'1＇内に入り込んでいた縁弁は 28枚が冊認 手が欠洛していた。 4't"a~＼はよく発述しており。 l 佃

できたが傘縁が似んでいるので実際はもう少し数は多 の生町l県には 30の扇子な裳がぐるりと輸になって政ん

い。各紋弁の1119とに触手と感覚器が交互に形成されてお でいた。その内の11'¥を検鋭すると多数の卵が確認され。

図1 2011年 12月31Hに瀬戸漁港へ死亡出泊し 図2 ；；（部大学 1~1 ifi:A族館で2012iドに郎官民示さ
たアマクサクラゲ れているアマクサクラゲ（山口一夫氏揃彩）
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雌であることが判明した。

上記211＇行事は若者ーによりヲ E見・係当とされたが， もう I

個体（傘筏6cm程度）は2012>1° 5月初旬に京都火学白

浜水政館のスタッフにより，白浜半l』先端に位位する書

所111:,iで採取され，その後は！~I浜水族館で !Cl F 3.5ヶ月!ill

飼育民示されている（凶2：紀伊民報， 2012）。

アマクサクラゲは 195J年代半ばには凹辺的では普通

研で廷に多産していたが（YAMAZI,1958). 少なくとも

ここ 20年ほどは悶辺湾問辺海域に出現していない（久

保Ill,2Cr4). 今回の3側体とも発見時期が立でなく。

他の場所から偶然にilt されて来た可能世が山く，！~Ii瓦よ

りT¥i1J1年減が供給i陸、であろう。
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